第20期　事　業　報　告　書
（2019年7月1日～2020年6月30日）
法人の名称　特定非営利活動法人 よこはま里山研究所
１　事業の成果
　第20期は、新型コロナウィルス感染拡大による活動自粛や拡大防止対策のための定員削減等の影響を受け、全主催事業への参加者数はのべ2,369名と前期に比べ約8%減少した（第18期2,241名→第19期2,569名）。総参加者数は第11期から数え始め、これまで順調に増加してきたので、初めての顕著な減少となった。それでも、2020年4月～6月はほぼ活動が全面的に休止したことを踏まえると、影響は比較的小さく抑えられた。また、活動再開に当たって、NORAとしての基本的な考え方を整理し、すべての活動に共通する対応と参加者へのお願いを公表するなど、必要な対応・対策を講じた。

　第20期の事業の中で特筆すべきは、2020年3月までに「はまどま」の内装改修と備品更新を実現できたことであろう。この勢いそのままに、4月からコーディネーターへの委託を開始し、運営の仕組みを段階的に整備していく予定だったが、コロナの影響により8月からへと変更を余儀なくされた。そのほかに、2019年8月から「はまどまオープン」が始まり、9月から「もったいないから竹細工」の活動日を1日増やし、11月から新企画「『食べもの通信』読者会」を始め、12月からはシリーズNORAサロンがスタートしたことなども、新しい取り組みであった。

　収支については、予算対比よりは収入が減少したものの、受託事業が堅調なことから6期連続の黒字となった。もっとも、受託事業収入は事業完了後に遅れて入金されるので、コロナによる経営上の影響が大きく現れるとすると第21期になると考えられる。

　近年は、地球規模の気候変動による影響のためか、異常気象・自然災害が頻発しており、野外で活動することの多いNORAにとっても、天候リスクへの対応が必要になっている。また、運営スタッフの平均年齢が高まっており、世代交代を図るための具体的な取り組みが必要となっている。

　一方、2020年にNORAは設立20周年を迎える。国連が2030年を目標年として採択したSDGs（持続可能な開発目標）の達成に向けて、これからの10年間の方向性・中長期計画を考えるには適切な時期に当たる。これまでの活動をふりかえるともに、NORAに集う人びと同志のコミュニケーションを高めて、SDGs時代・ウィズコロナ時代にふさわしい事業を構想していきたい。
２　事業内容
１）特定非営利活動に係る事業
(1) 里山（樹林地や農地等）の保全・活用、里山と人をつなぐ活動
ア　ヤマ事業
・内　　　容　①NORAの山仕事（川井緑地の樹林地保全）、②竹を活かす山仕事（中井町での竹林保全）［東京ガス「森里海つなぐプロジェクト」］、③よこはま里山レンジャーズ（環境保全ボランティアの派遣、若手ボランティアリーダーの育成）［連携：認定NPO法人自然環境復元協会］、④里山保全ボランティアの安全技能研修［令和元年度「緑の募金」公募事業、協力：株式会社かんぽ生命保険］⑤山道具の安全使用の推進［提携：株式会社シンコー］、⑥まちの近くで里山をいかすシゴトづくり［協力：かんぽ生命保険株式会社、助成：ファンケル「HAPPYエコルーレット」］、⑦安全で楽しい森林づくり活動を指導できるリーダー養成事業（令和元年度「緑と水の森林ファンド」、主催：モリダス）
・日　　　時　通年
・場　　　所　①④川井特別緑地保全地区（旭区下川井町）、②中井町など、③横浜市内6か所、⑥文京シビックセンターなど、⑦新治里山公園（緑区新治町）など
・従事者人員　6人
・受益対象者　樹林地の保全・活用に関心のある者　792人（①347人、②65人、③75人、④49人、⑥41人、⑦76人）
・支　出　額　1,368,448円

イ　ノラ事業
・内　　　容　森と畑と音楽と
・日　　　時　通年
・場　　　所　厚木市七沢
・従事者人員　1人
・受益対象者　農地の保全・活用に関心のある者　326人
・支　出　額　0円

(2) 持続可能な地域コミュニティづくり、暮らしの提案、イベントの企画・運営
ア　ムラ事業
・内　　　容　①NORA野菜市、②生産者の心とともに季節を味わう神奈川野菜の食事会、③もったいないから竹細工（竹かご教室・竹細工工房・いちねん坊主工房）［東京ガス「森里海つなぐプロジェクト」］、④はまどまで土間仕事、⑤里山の恵み・伝統文化と出会う上映会［共催：郷土映像ラボラトリー］、⑥NORAサロン、⑦『食べもの通信』読者会、⑧はまどま諸々（季節の素材でスイーツメイキング、お香のてならい、心も体も元気に季節の野菜の薬膳食事会ほか）
　　　　　　　ほかに、はまどま改革（横浜市市民活動推進基金「よこはま夢ファンド」）の一環として、改修工事、⑨はまどまオープン！など
・日　　　時　通年

・場　　　所　はまどま（南区宿町2-40大和ビル119）
・従事者人員　15人
・受益対象者　持続可能な地域コミュニティづくりに関心のある者　1,045人（②53人、③603人、④32人、⑤25人、⑥56、⑦32、⑧82人、⑨162人）
・支　出　額　2,793,754円
イ　ハレ事業
・内　　　容　伊勢佐木町地モノ市
・日　　　時　2019年11月10日
・場　　　所　伊勢佐木町商店街
・従事者人員　10人
・受益対象者　里山保全・地産地消に関心のある者　約100人
・支出額　　　0円

(3) 里山の生物-文化の多様性保全に資する普及啓発、情報発信
ア　イキモノ事業
・内　　　容　①旬の里山探訪［連携：NPO法人新治里山「わ」を広げる会］、②トンボはどこまで飛ぶかフォーラム
・日　　　時　通年
・場　　　所　①緑区新治町、②京浜臨海部
・従事者人員　2人
・受益対象者　生き物に関心のある者　294人（①127人、②167人）
・支出額　　　0円
イ　広報事業
・内　　　容　ウェブサイトの更新、「里山と暮らしをつなぐメールマガジン」配信、SNS（twitter・facebook）による情報発信、年間報告書の作成
・日　　　時　通年
・場　　　所　インターネット空間ほか
・従事者人員　10人
・受益対象者　里山に関心のある者　訪問者数3,727人、閲覧頁数10,690（月平均）
・支出額　　　59,007円
(4) 里山に関する調査研究・コンサルティング・人材育成・講師派遣等
ア　協働・委託事業
・内　　　容　①ビオトープ整備のアドバイザー派遣［委託：横浜市環境創造局］、②長浜公園トンボ池等管理、野島公園ビオトープ水路環境調査［委託：（公財）横浜市緑の協会］、③本牧市民公園、根岸森林公園トンボとり大作戦［委託：横浜植木（株）］、④森づくりボランティア派遣及び体験事業業、⑤Green Gift 地球元気プログラム［委託：NPO法人日本NPOセンター、協賛：東京海上日動火災保険株式会社］など
・日　　　時　通年
・場　　　所　①横浜市内の小中学校11校、②長浜公園、野島公園（金沢区）、③本牧市民公園、根岸森林公園（中区）、⑤小松・城北地区（相模原市緑区）など
・従事者人員　4人
・受益対象者　里山に関心のある行政・企業・市民等　（⑤51人）
・支出額　　　6,17,298円
イ　委員・講師派遣等
・内　　　容　委員、講師・執筆など
・日　　　時　通年
・場　　　所　各地
・従事者人員　4人
・受益対象者　里山に関心のある行政・企業・市民団体等
・支出額　　　0円
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